
企業等で障害のある人の労務管理、現場管理等を行う担当者様を対象に、
定着支援における課題解決のための考え方や具体的対応策についての研修会です。

株式会社ユニスマイル　ワークステーション静岡
講師名 ワークステーション静岡　所長　鈴木　英輔　氏

ワークステーション静岡　ヘッドディレクター　望月　麻未　氏

法人設立　1993年２月
ワークステーション静岡所在地　静岡市葵区栄町3-1
25都道府県で保険薬局事業を中心に展開
従業員数29人（会社全体2215人） (常用雇用労働者数)
障害者雇用数・ワークステーション静岡勤務26人

働く障害をもつ人から　障害と向き合って働くということ

3.障害のある人の雇用についての想いや感じていること

【研修時のスライド抜粋】

令和６年度　企業担当者の定着支援スキルアップ研修

講師企業名

研修　テーマ

2.障害がある人の働きやすい環境作りの工夫や配慮

企業概要 　

社員自身が障害や病気を前向きに理解し、やりがいと自信をもって必要とされる喜びを感じられることを
理念として、ワークステーション静岡を開設しました。主に精神発達障害がある社員が中核となり、得意
分野で力を発揮できるパワーセンターとして機能しています。
社内各部門から困りごとが依頼として寄せられ、デザイン制作分野、事務業務分野で欠かせない戦力と
なっています。

当社採用基準例(社員に求めること)として、自己管理、自立、Enjoy＆Challange、協調性の4つを人
材へ求める基準を統一し、採用担当が共有しています。
実習期間を設け、問題点・課題を顕在化させ対策を想定します。また、過剰に配慮し過ぎないこと、実
際の勤務で起きる負荷を再現し適応性や対策を検証しています。
また、実習中の様子を数値化することで、感覚や印象で判断せず、複数名の支援関係者で共有でき
るように、評価項目を設定し、一貫性のある評価、判定を行っています。

【定着支援対策事例】
①不調社員の原因を把握するため、各担当業務の本人体感負荷を数値化することでデータ収集を実
施し具体的な負担原因を解消
②複数名が関わる発送作業では、複数名が混乱、疲労してしまう課題が生じたため、作業手順や内
容等について作業前ミーティングを行うことでトラブルを解消し、且つ社員自身が工程を理解し人材育成
にも発展　
③環境不適応がネックとなる社員には在宅勤務を導入(障害者社員27名の内17名が在宅勤務)


